
緑政⼟⽊局 市⺠ 事業者

1.5ha
6.64ha

苗⽊ 植樹 都市公園 整備 市⺠団体 活動⽀援等 ⾏     
苗⽊の植樹⾯積

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  市⺠ 事業者 ⾏政            森 創出     育樹活動（⽣育  樹⽊ 除伐 植樹帯
 除草 補植等） ⾏    予定      市⺠団体 ⽀援 ⾏    予定   

都市公園整備⾯積

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

 健康      ⾥  全体      ⼾⽥川緑地 
    広域防災拠点    園路 広場   施設 
整備       市⺠ 事業者 ⾏政         
により森を創出しました。

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
苗⽊ 植  森    進      緑被地 確保 図  ⽔循環機能 回復    

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
まとまった⾯積の緑地の確保を図ることは、⾃然や⽣き物のすみかを守ることにもつながります。

多  皆   協⼒    森 ⼿⼊  進    

第１期の取り組み概要 苗⽊ 植樹   ⾏     

林 森 関  取 組 

取り組みの主体

◎   ⻄ 森   

⻄ 森中央地区左岸整備    
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緑政⼟⽊局 市⺠
第１期の取り組み概要 緑地保全制度 活⽤   樹林地 保全 努     

林 森 関  取 組 

取り組みの主体

◎特別緑地保全地区等 指定   ⺠有樹林地 保全

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
様々 緑地保全制度    樹林地 保全    

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
まとまった⾯積の緑地の確保を図ることは、⾃然や⽣き物のすみかを守ることにもつながります。

平成20年度
平成21年度

  緑地保全制度 適⽤     名古屋市緑 審議会 諮問     
  緑地保全制度 適⽤     名古屋市緑 審議会  答申       

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

 特別緑地保全地区  緑地保全制度 活⽤   樹林地 保全    

平成22年度

平成24年度

※平成24年度末時点 特別緑地保全地区 指定状況  72地区 約196ha

【第２期実行計画での事業予定等】

名古屋市緑の審議会に「新たな緑地保全施策の展開について」諮問し、緑地保全施策検討部会において、検討を進
      答申 受   新  緑地保全制度   様々 緑地保全施策 取 組 予定   

・「緑の質の評価について」名古屋市緑の審議会に諮問しました。
  特別緑地保全地区  区域 拡⼤（6.4ha） 区域 指定（0.8ha） ⾏     
・「緑の質の評価について」名古屋市緑の審議会より答申がありました。
  特別緑地保全地区  区域 拡⼤（5.5ha） ⾏     

熱⽥神宮特別緑地保全地区
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緑政⼟⽊局 市⺠

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  地権者 同意 得   ⼟地    借地      ⺠有樹林地等 保全 努    

平成15年度 
  市⺠緑地 指定
  市⺠団体 ⽀援

（参考）
 平成24年度末 指定状況
 ６緑地 5.9ha  (市⺠緑地内 ）緑      活動団体 ： ３団体

 市⺠団体  協働   緑地 管理 運営
   樹林地 除伐 草刈等

 市⺠団体 活動⽀援
　　　資機材等の⽀給

多  皆   協⼒    森 ⼿⼊  進    

【事業の説明】

 良好 状態 保存   樹林地 湧⽔地等  市⺠緑地    市 無償 借 受  保全       市⺠ 憩
  場   公開       指定箇所 市⺠団体  協働   樹林地等 管理 運営 ⾏    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

林 森 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 樹林地 湧⽔地 無償 借 受  市⺠緑地 指定 ６緑地 進       
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
緑地 開発 抑制  樹林地等 保護        ⾬⽔ 浸透 貯留 蒸発散 促進       

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
まとまった⾯積の緑地の確保を図ることは、⾃然や⽣き物のすみかを守ることにもつながります。

◎市⺠緑地制度   ⺠有樹林地 保全
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緑政⼟⽊局 市⺠

事業開始年
平成７年
平成10年
平成15年
平成15年
平成20年
平成23年

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  地権者 同意 得   ⼟地    借地          散策路等 整備 ⾏    
今後       森区域内 ⺠有樹林地 借地  市⺠ 協働   樹林等 保全 育成 努  市⺠ 憩  場
として提供します。

緑地⾯積
相⽣⼭緑地（約20ha）
猪⾼緑地（約15ha）
荒池緑地（約20ha）
東⼭公園（約20ha）
細根公園（約５ha）
熊野公園（約９ha）

多  皆   協⼒    森 ⼿⼊  進    

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

東部丘陵 ⼤規模 都市計画公園緑地          樹林地内 ⺠有地  市 無償 借地  市⺠  協
働 樹林等 保全 育成 図  魅⼒  森 市⺠ 憩  場   提供     ⽬指      

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

林 森 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ⺠有樹林地 無償 借地  樹林等 保全 育成  ６箇所 公園 緑地 ⾏     
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
公園 緑地 開発 抑制  樹林地等 保護        ⾬⽔ 浸透 貯留 蒸発散 促進       

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
まとまった⾯積の緑地の確保を図ることは、⾃然や⽣き物のすみかを守ることにもつながります。

◎⻑期未整備公園 整備促進      森    

湿地 池 復元（荒池緑地）
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緑政⼟⽊局 市⺠

平成20年度 平成24年度
12団体 14団体
６団体 13団体

1553団体 1587団体
６⼈ 26⼈森づくりリーダー

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  市⺠ ⾏政 ⼀緒    森             

緑のパートナー団体数
活動承認団体数

公園 街路樹愛護会

多  皆   協⼒    森 ⼿⼊  進    

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎緑のパートナー 認定・承認状況

森           制度 運⽤         活動団体等 協⼒ 得    市⺠ ⾏政 ⼀緒    樹林地
を育てていきます。
 （平成14年     森           連絡会設⽴）
 （平成17年  緑      条例 施⾏ 緑       活動承認団体 制度設⽴）

 緑      活動団体（緑       活動承認団体 公園 街路樹愛護会）  協働   緑      
・緑のまちづくり活動団体の⽀援
・森づくりに関わる⼈材の育成

 市内 ⾃然環境 保全 再⽣ 取 組 市⺠団体 市       森           連絡会 運営

◎なごやの森づくりパートナーシップ　加盟団体数（H24 末）：30 団体

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

公園 関  取 組  ＋ 林 森 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 市⺠ 市   森       森           連絡会 運営 ⾏     
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
樹林地 継続的 ⼿⼊         ⾬⽔ 浸透 貯留 蒸発散 促進       

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
まとまった⾯積の緑地の確保を図ることは、⾃然や⽣き物のすみかを守ることにもつながります。

◎森           制度 運⽤
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緑政⼟⽊局

 平成２年 定     多⾃然型川    実施要領 平成18年    ⾒直 新  定     多⾃然川   
基本指針  考慮 河川改修 ⾏      
 平成20 24年度河川改修実施河川
  ⼀級河川 ： 堀川 ⾹流川 野添川     ⼆級河川 ： ⼭崎川 ⼾⽥川 扇川

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続   多⾃然川   基本指針  考慮 河川改修 ⾏      

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
　⽔循環の要となる⽔辺空間を確保します。

【事業の説明】

　河川全体の⾃然の営みを視野に⼊れ、地域の暮らしや歴史・⽂化との調和にも配慮し、河川が本来有している⽣物
の⽣息・⽣育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、多⾃然川づくりを推進します。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

第１期の取り組み概要 多⾃然川    考慮  河川改修 ⾏      

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎多⾃然川づくりの推進

＜⼀級河川⾹流川 護岸改修＞
緩勾配から急勾配の護岸にすることによって、
河床幅を広く確保し、川が本来有する⾃然の
復元⼒ 活            

＜⼀級河川野添川 落差⼯＞
多段式 落差⼯ 採⽤         

⿂類の⾃由な移動が可能となりました。

⼀級河川 ⾹流川（左） ⼆級河川 ⼭崎川（右）等で河床幅を可能な限り広く確保することによって、
⾃然 任  瀬 淵 形成 促 河川整備 ⾏        

42



緑政⼟⽊局

 ゲンジボタルもカワニナも、⼤⽮川本川において⽣息が確認できていない状況です。
      ⽣息    状態 河川          復活 不可能              ⼤⽮川 流⼊ 
 ⽔路  採取  ⼤⽮川本川 放流        ⽣息     原因 探    調査 ⾏     
　この調査によって、現状の⼤⽮川でカワニナが⽣息することが可能であることを確認したため、現在の河川環境に⼿を
加えないこととし、⾃然にカワニナが⽣息をするかを観察しました。

【第２期実行計画での事業予定等】

平成26年以降 事業 実施 予定       

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ⼤⽮川の現況を調査しました。
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽣き物とのふれあい、⽣物多様性の保全に配慮したまちづくり＞
ホタルのような希少な⽣物が⽣息する環境を守っていくことで、⽣物多様性保全に貢献していきます。

【事業の説明】

 守⼭区北東部 流  ⼤⽮川 市内 唯⼀       ⾃⽣ 確認   河川       現在       
ルも、そのエサとなるカワニナの⽣息も確認できない状況となっています。
　将来的には⼤⽮川をゲンジボタルが再び住める河川環境となるよう努めていくものです。

◎⼤⽮川    復元
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緑政⼟⽊局 上下⽔道局

【第２期実行計画での事業予定等】

 堀川  浅層地下⽔ 導⼊ ⾏      
    守⼭⽔処理     下⽔再⽣⽔（⽇量最⼤5,000m3）をかんがい期には堀川に、⾮かんがい期には庄内⽤
⽔に導⽔しています。
 荒⼦川  事業所   冷却⽔ 打出⽔処理     下⽔再⽣⽔（⽇量10,000m3程度） 導⽔      
   他 若宮⼤通公園  市内      ⽔辺空間等      下⽔再⽣⽔等 活⽤       創出  等
 施策 ⾏      
      導⽔ 確保  ⽔量 維持      ⽔量 確保 ⽬指   新  導⽔     検討      

     導⽔ 確保  ⽔量 維持      ⽔量 確保 ⽬指   新  導⽔     検討       
   堀川   新  浅層地下⽔ 導⽔ ⾏ 予定   

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 堀川 浅層地下⽔ 活⽤   河川 流量 確保 実施     
【「水の環復活」とのつながり】

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞
浅層地下⽔や下⽔再⽣⽔の有効な活⽤を図ります。

【事業の説明】

 ⽔源 乏  河川 ⽔路等 地下⽔ 下⽔再⽣⽔ 導⽔         ⽔辺 多様 ⽣態系 保全 回復 
図   努       下⽔再⽣⽔      河川等管理者 要請 基   河川 ⽔路 供給     努  
いきます。
 既 導⽔               維持  今後     流量 確保 ⽬指   新  導⽔        
も検討していきます。

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
浅層地下⽔ 下⽔再⽣⽔ 活⽤   ⽔源 乏  河川 流量 確保       河川 ⽔質 守    

◎地下⽔や下⽔再⽣⽔を、⽔源の乏しい⽔系へ供給する

▲下⽔再⽣⽔を荒⼦川に導⽔ ▲浅層地下⽔を堀川に導⽔
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環境局 交通局 上下⽔道局

名古屋市営地下鉄には、中間ポンプ所（駅と駅との間に設けられたポンプ所）が、25箇所あります。
    6箇所     集   地下⽔ 全量   ⼤半 河川 放流      
   1箇所     全量 下⽔道（⾬⽔管） 流      
  以外 18箇所   全量 下⽔道（汚⽔管） 流      
地下鉄湧⽔  管 敷設      河川 導    湧出量   程度 多    近  河川   池      
どがあることなど、条件があります。
全量 下⽔道 流    18 中間   所    排⽔量 年間10,000   超     4箇所   
現在     湧⽔ 放流    適  河川等      下⽔道 流      

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 地下鉄 集  地下⽔  下⽔道    河川 流          
【「水の環復活」とのつながり】

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞
湧出した地下⽔を活⽤できるような整備を進めています。

【事業の説明】

　地下鉄が⾛る地下のトンネルはコンクリートでできていますが、⼩さな隙間から少しずつ地下⽔が⼊り込んできます。
（    新     路線  ⽔密性 ⾼  ⼊ 込    地下⽔ 量 少   ）
 ⼊ 込  地下⽔      内 溝 流  集    駅  駅 駅 間 設           排出     
す。排出先は基本的に下⽔道（汚⽔管や⾬⽔管）です。
　このうち駅に集まる⽔は、駅で発⽣する汚⽔と混ざって排出されますが、駅と駅の間に設けられたポンプで排出される⽔
は汚⽔と混ざらないので、きれいな⽔です。
 ⼀⽅ 市内      河川       ⽔    流 込  河川環境 良      状況   
     市内 数箇所  地下鉄 集  地下⽔  下⽔道    河川 流          

◎地下鉄湧⽔ 有効利⽤
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環境局 上下⽔道局

【事業の説明】

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 公共⽤⽔域の⽔質汚濁防⽌を⽬的とした規制指導を継続実施しています。
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近にあるまちづくり＞
事業者からの排⽔に対する規制指導等により、河川･海域などの⽔質を守ります。

◎⽔質汚濁防⽌法、下⽔道法に基づく事業者からの排出⽔に対する規制指導の継続

 河川   池   公共⽤⽔域 ⽔質汚濁 防⽌     事業者 規制指導 ⾏      

＜環境局＞
 河川   排⽔ ⾏    ⼯場 事業場 対  ⽔質汚濁防⽌法 名古屋市環境保全条例 基   届出 受
付  排⽔中 有害物質      濃度 測定 指導 ⾏         閉鎖性⽔域    伊勢湾（名古屋
港含 ）  汚濁負荷 総量 削減    対象事業者 対  COD 窒素及        総量規制指導 
⾏      

＜上下⽔道局＞
 下⽔道 流 込    ⽣活排⽔ ⼯場 事業場   排⽔  ⽔処理     浄化    河川 放流    
      下⽔道施設 適切 維持管理  ⽔処理      河川  放流⽔ ⽔質 良好 保     下⽔
道法及 名古屋市下⽔道条例 基   下⽔道処理区域内 ⼯場 事業場  届出 受  有害物質 ⽔ 汚 
物質     排⽔中 濃度 規制 ⾏      ⼯場 事業場 対    上下⽔道局職員 ⽴⼊検査  排⽔
 採⽔及 分析 実施      排⽔基準 違反    排⽔処理 適切 ⾏      ⼯場 事業場 対  
は、改善を指導しています。

 伊勢湾 ⽔質 改善     環境局 実施    総量規制（COD 窒素及   ） ⽔処理      適
⽤           下⽔道 流 込    排⽔     COD 窒素及        規制         
    ⾼濃度 COD 窒素及    含 排⽔ 下⽔道 流 込    場合   ⽔処理      影響 ⼤
            事態 避     ⼯場 事業場 対  協⼒ 要請      

【環境局】
 平成24年度末  ⽔質汚濁防⽌法 基   届出事業場数 564   
 平成24年度 ⽴⼊検査事業場数  延 数 411         違反事業場数 １    
 違反事業場 対   ⾏政指導 実施      

【上下⽔道局】
 平成24年度末  下⽔道処理区域内 届出事業場数 2570         業種 排⽔量 取 扱 物質等 
らみて継続的な監視が必要な事業場数は769でした。
 平成24年度 ⽴⼊検査事業場数  延 数 649         違反事業場数 112    
 違反事業場     対   ⾏政指導 実施      

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  ⼯場 事業場   届出 受付 ⽴⼊検査 違反事業場 対  ⾏政指導 実施    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】
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上下⽔道局

○課題

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
0 1 1 0 0
36 28 24 23 20
0 0 0 1 0
4 1 1 3 2

引 続  ⾬⽔滞⽔池 簡易処理⾼度化施設   建設 進        

◎各年度 新  稼動  合流改善対策

第１期の取り組み概要
⾬⽔滞⽔池 簡易処理⾼度化施設 建設   除去装置 設置 ⾬⽔     ⽬幅縮
⼩ 各施策 継続  ⾏      

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
 ⽔質を改善し、快適な河川環境を創出します。

【事業の説明】

 ① 汚  度合  ⼤  降⾬初期 ⾬⽔ ⼀時的 貯留  ⾬⽔滞⽔池 建設     貯留  ⾬⽔ 
   ⾬    後 ⽔処理     送⽔ 処理      河川 放流   汚濁負荷 軽減    
 ② ⾬天時 実施  簡易処理 処理⽔質 向上      簡易処理⾼度化施設 設置    
 ③ 下⽔管内    川   流 出    防 装置 ⾬⽔吐室内 設置    
 ④    所 ⾬⽔      ⽬幅 ⼩    川   流 出    少      

○改善策

 下⽔道   汚⽔ ⾬⽔ 同 管 運  合流式下⽔道   別々 運  分流式下⽔道       
 合流式下⽔道   晴  ⽇  全  汚⽔ ⽔処理     送   処理     弱 ⾬ 時 汚⽔ ⼀緒
 ⾬⽔ ⽔処理     送 処理     ⾬量 増加    路⾯  街 汚  汚⽔ ⼀部 含  ⾬⽔ 直
接河川 放流           河川 汚  ⼀因        

⾬⽔滞⽔池の設置
ゴミ除去装置の設置
簡易処理⾼度化施設 設置
⾬⽔スクリーンの⽬幅縮⼩

【第２期実行計画での事業予定等】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎合流式下⽔道 改善
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上下⽔道局

稼動年度
平成21年度
平成22年度
平成22年度

⼯事中

【第２期実行計画での事業予定等】

 露橋⽔処理     改築⼯事     ⾼度処理施設 導⼊
 守⼭⽔処理     ⾼度処理施設 導⼊

50,000
80,000

浮遊物質の除去
窒素・りん除去

名城⽔処理    
露橋⽔処理    

⻄⼭⽔処理    

処理能⼒（ｍ３/⽇）
60,000
15,000窒素・りん除去

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎各年度 新  稼動  ⾼度処理施設
⽔処理    

柴⽥⽔処理    
⾼度処理内容
窒素・りん除去

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 柴⽥⽔処理       ３ 所 ⾼度処理施設 導⼊  １ 所 ⼯事中   
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
⾚潮 発⽣原因   窒素    海域  排出量 削減      海域 ⽔質悪化 防    

【事業の説明】

 下⽔道 放流先   伊勢湾海域     依然   ⾚潮 発⽣       原因   窒素    排出量 
   削減     求             上下⽔道局  ⽔処理         従来 処理⽅式 ⽐ 主
 窒素    多 除去   ⾼度処理  ⼟⽊構造物 新増設 改築時 電気 機械設備 更新時等 導⼊   
きます。

◎流域別下⽔道整備総合計画 基  下⽔道 ⾼度処理導⼊
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環境局

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞
浅層地下⽔ 河川 流     河川 ⽔質改善 流量確保       

浅層地下⽔ 下⽔再⽣⽔ 活⽤   ⽔源 乏  河川 ⽔質改善 流量確保       

毎秒0.5 3.3    

２号井⼾

⻯ ⼝町
（⽊津根橋上流70ｍ）

G.L.-7 -12ｍ

平成17年11⽉

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

井⼾ 位置 放流量等  次       引 続  地下⽔ 放流 図       

【事業の説明】

 堀川   上流部 井⼾ 設   地中 浅 層   地下⽔ 川 流      
　地中の⽐較的浅い層にある地下⽔は、市域での⾬⽔浸透の取り組みによって涵養することが可能であり、また汲み上
  伴  地盤沈下 起        性質      
 ⾬       浅 層 地下⽔ 増      汲 上   湧 出      河川環境 良           
考えられます。

   放流箇所付近     浅層地下⽔位 観測 実施      

⽔量

１号井⼾

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎浅層地下⽔や⽔⽣⽣物を活⽤した⽔質浄化

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞

第１期の取り組み概要 浅層地下⽔導⼊を、堀川で実施しています。
【「水の環復活」とのつながり】

上飯⽥⻄町
(辻栄橋)

G.L.-10 -15ｍ

平成16年９⽉

毎秒10リットル

設置場所

ｽﾄﾚｰﾅｰ位置

放流開始⽇

毎秒６リットル

３号井⼾（⾃噴）

北清⽔親⽔   

G.L.-18 24m

平成19年３⽉

【第２期実行計画での事業予定等】

引き続き、導⽔を続けていくとともに、浅層地下⽔位の状況を把握していきます。

浅層地下⽔位 観測井⼾（辻栄橋付近）

北清⽔親⽔   （    ⽔）
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緑政⼟⽊局
第１期の取り組み概要 堀川で、河川改修にあわせてヘドロのしゅんせつを実施しました。

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎ヘドロの浚渫

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
堀川のヘドロの除去により、⽔質改善・悪臭除去につなげ、⽔辺を⾝近に感じられるまちづくりを⽬指します。

【事業の説明】

 堀川   全川         堆積  溶存酸素不⾜    景観悪化 悪臭   弊害 ⽣      
  平成６年度       除去 進       今後 河川改修         除去 進    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎        量（累計）

【第２期実行計画での事業予定等】

河川改修事業にあわせてヘドロ除去を実施する予定です。

し
ゅ

ん
せ

つ
量

（
千

m
3
）

⼲潮時 露出     （中流域）

9
3

9
4 1
0
2 1
0
9 1

2
2 1

3
4

1
3
7

1
3
8

1
4
0

1
4
4

1
4
4

1
4
5

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H１３

以前

H１４ H１５ H１６ H１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

50



環境局 緑政⼟⽊局
第１期の取り組み概要 河川・ため池の⽔質及び⽣き物の⽣息状況を調査しました。

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎市内河川・ため池等の⽔質調査の継続

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
⽔質の調査を通じて、⽔辺環境の状況を把握します。

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜⽣き物とのふれあい、⽣物多様性の保全に配慮したまちづくり＞

　⽔質汚濁防⽌法等に基づいて、市内河川・ため池の⽔質調査を実施しています。
    河川   池 ⽔⽣⽣物調査 ⾏      

河川にすむ⽔⽣⽣物の状況の調査を通じて、⽔辺環境の状況を把握します。

引き続き、⽔質常時監視等を実施します。

【第２期実行計画での事業予定等】

河川ごとの⽔質の調査結果については、下記のURLを参照ください。
※公共⽤⽔域における⽔質常時監視結果
　　　　http://www.city.nagoya.jp/jigyou/category/38-3-6-5-63-0-0-0-0-0.html
※市内河川の⽔質調査結果
　　　　http://www.city.nagoya.jp/ryokuseidoboku/page/0000022367.html

○河川   池 ⽔質調査 実施（毎年実施）
○河川 ⽔⽣⽣物調査 実施（平成15年度 平成19年度 平成23年度等実施）
○  池 ⽔⽣⽣物調査 実施（平成17年度 平成21年度等実施）

番号 調査地点名 河川名 番号 調査地点名 河川名

1 荒子川ポンプ所 荒子川 14 東福橋 戸田川

2 東海橋 中川運河 15 名師橋 新川

3 小塩橋 堀川 16 日の出橋（新川） 新川

4 港新橋 堀川 17 大留橋 庄内川

5 日の出橋（新堀川） 新堀川 18 松川橋 庄内川

6 かなえ橋 山崎川 19 水分橋 庄内川

7 道徳橋 山崎川 20 枇杷島橋 庄内川

8 天白橋（大藪） 天白川 21 一色大橋 庄内川

9 新島田橋 天白川 22 長戸川 長戸川

10 大慶橋 天白川 23 大森橋 矢田川

11 鳴海橋 扇川 24 三階橋 矢田川

12 高針橋 植田川 25 香流橋 香流川

13 新西福橋 福田川
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環境局 市⺠
第１期の取り組み概要 河川   池 41地点 市⺠       ⽔質調査 実施     

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎⽔質環境⽬標値市⺠       継続

４期    （平成26年度 平成28年度）   調査等 ⾏    

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
       通   河川環境等 関⼼ 持      ⽔ 関  知識 ⽔循環 ⼤切  学 機会 設    

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
モニタリングを通じて、⽔辺への親しみやすさを把握します。

  環境⽬標値     親     指標      公募   市⺠          市内 河川   池
（平成20 22年度 42地点 平成23年度   41地点）     原則年４回（春 夏 秋 冬） 
 調査 ⾏      

調査項⽬
 透視度（100ｃｍ 透視度計 ⽤  測定）
 ⽔      ⽔ ⾊       ⽔量（河川  ）
 pH COD 簡易測定（      ）

※『⽔質環境⽬標値』について
 名古屋市  昭和４９年    市⺠ 健康 保護  及 
快適な⽣活環境を確保する上で維持されるべき⽬標値」として「⽔質環境⽬標値」を定めています。
  ⽔質環境⽬標値         全       ⽔ 安全性 係 項⽬   pH COD 透視度    ⽔質 汚
濁に関する項⽬」に分かれています。そのうち、「⽔質の汚濁に関する項⽬」は、pH、CODなどの「⽔質⽬標値」と、透
視度 ⽔        親     指標  ２  分     

＜市⺠       各期 任期     ⼈数＞
 第１期（平成17年度秋季  平成19年度末  ）：194⼈
 第２期（平成20年度  平成22年度末  ）：182⼈
 第３期（平成23年度  平成25年度末  ）：145⼈

＜モニターセッション及び成果発表会＞
 年 ⼀度 夏 秋    －同⼠ 交流 ⾏  ⽔辺 関  経験 知識 深     ⽬的            
         実施      平成24年度 藤前⼲潟 実施     
 年度末   河川   池 ⽔質調査   ⽔ 調査 実施           年間 調査結果 報告 発表 
る場として成果発表会を開催しています。

＜⽔質環境⽬標値 ⾒直     ＞
 平成23年９⽉ ⽔質環境⽬標値 ⾒直      名古屋市環境審議会 諮問  学識経験者 公募委員 
構成  ⽔質環境⽬標値部会    審議    平成25年 ⽬標値 ⾒直  ⾏     

【第２期実行計画での事業予定等】
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環境局 市⺠

開催保健所 参加⼈数

瑞穂 51名

守⼭ 23名

天⽩ 230名

瑞穂 26名

⻄ 50名

守⼭ 34名

瑞穂 31名

守⼭ 60名

天⽩ 180名

南 41名

名東 56名

南 100名

南 37名

名東 43名

南 150名
のべ参加⼈数 1,112名

第１期の取り組み概要 ⼭崎川、庄内川、天⽩川で⽣き物観察教室を実施しました。

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎⽣物による⽔質調査

○⽔辺の⽣き物観察教室
　⼦供とその保護者を対象に、⽔辺環境について⽔辺に住む⽣物やその⽣息環境の観察を通して⽔辺環境の保護・
保全    ⾃然 ⼈  関   重要性 理解        ⽬的       
   同時      ⽔⽣⽣物 ⽣息      採取及 同定     河川 ⽔質調査 ⾏    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽣き物とのふれあい、⽣物多様性の保全に配慮したまちづくり＞
⽣物多様性保全の視点から、河川や⼲潟など⽣き物が⽣息する状況を把握していきます。

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
⽔⽣⽣物の観察を通じて、⾃然に親しむ機会を創出します。

【事業の説明】

【第２期実行計画での事業予定等】

継続実施の予定です。

庄内川　庄内川⼤橋付近

⼭崎川　瑞穂橋付近

⽩沢川 ⼩坂橋下流付近

天⽩川 天⽩⼩橋下流付近

⼭崎川　瑞穂橋付近

平成24年8⽉5⽇

平成23年7⽉26⽇

平成23年7⽉29⽇

平成23年8⽉7⽇

庄内川 庄内川⼤橋下流左岸付近

⼭崎川　瑞穂橋付近

庄内川 庄内川⼤橋下流左岸付近

天⽩川 天⽩⼩橋下流付近

平成24年7⽉25⽇

平成24年7⽉31⽇

平成22年7⽉27⽇

平成22年7⽉30⽇

平成22年8⽉1⽇

会場

天⽩川 天⽩⼩橋下流付近

庄内川　庄内川⼤橋付近

天⽩川　天⽩⼩橋付近

◎⽣き物観察会の実施状況

平成21年7⽉22⽇

平成21年8⽉4⽇

平成21年8⽉7⽇

⼭崎川　瑞穂橋付近

庄内川　庄内緑地公園

開催⽇

⼭崎川　瑞穂橋付近平成20年7⽉23⽇

平成20年7⽉29⽇

平成20年8⽉3⽇
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緑政⼟⽊局

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

◎河川敷緑地の整備

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
都市の中でも⽔辺や緑に囲まれて⾝体を動かしたり、安らぐことのできる緑地を整備します。

【事業の説明】

第１期の取り組み概要 河川敷緑地として、庄内緑地、洗堰緑地の整備を進めました。

【第２期実行計画での事業予定等】

河川敷緑地 整備        河川改修 進捗 踏     整備 優先度 ⾒極       考      

 平成20年度実績
　庄内緑地、　洗堰緑地を整備しました。

 庄内川 ⽮⽥川 天⽩川   広 川   ⾼⽔敷   有効活⽤   市⺠                  
ションを楽しめるよう河川敷緑地を設けています。既設施設の充実に努めるとともに、河川改修⼯事などの進捗に合わせ
 新  緑地 整備 ⾏    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

スポーツ施設の整備

ビオトープの整備
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住宅都市局 緑政⼟⽊局 上下⽔道局

 中川運河 歴史 尊重    新  求    価値 果    役割 ⾒据  本市 名古屋港管理組合 
    平成24年10⽉ 策定   中川運河再⽣計画      引 続  堀⽌地区           24地
区  ⼀体的 緑地整備 露橋⽔処理     改築 護岸改修等 ⾏    

再⽣理念

理念 実現     
４つの⽅針

３ゾーンのイメージ

  歴史     未来 創 運河  名古屋 ⽀  ⽔辺 新  息吹   

⽅針1 交流･創造  ⼈ ⼈ ⼈ 運河      
⽅針2【環境】 ⽔・緑・⽣き物に親しめる⽔辺空間を形成します
⽅針3【産業】 モノづくりの未来を⽀え続けます
⽅針4【防災】 まちの安全・安⼼を⽀え続けます

にぎわいゾーン：港と⽂化を感じる都⼼のオアシス
モノづくり産業ゾーン：モノづくりを⽀えるキャナルストリート
レクリエーションゾーン：⽔と緑のレクリエーションフィールド

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

○護岸改修（全域）
○堀⽌地区（緑地）調査 整備（平成28年度完了予定）
○露橋⽔処理     改築 下⽔ ⾼度処理施設 導⼊
○ささしま地区への下⽔再⽣⽔の送⽔管整備
○⽔質改善の検討・調査を踏まえた施策の実施

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
 市街地 流  河川 環境 改善  ⽔循環 要   ⽔辺環境 保全    

【「水の環復活」とのつながり】

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要

◎中川運河の総合整備

中川運河 緑地整備及 護岸改修等 ⾏      新  価値 役割 ⾒据   中
川運河再⽣計画」を策定しました。

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
　中川運河再⽣基本計画をもとに、⽔辺空間に親しむことができる環境の創出を図ります。

【事業の説明】

 ①護岸改修（全域）[Ｓ44 ]
　②中川⼝地区整備
   遊歩道整備（国道23号以南 ⻄側）[Ｈ5 8]  緑地整備（国道23号以北 東⻄）[Ｈ9 Ｈ19]
   ⽔質浄化対策[Ｈ13 Ｈ16]
 ③中川⼝   所改修[Ｈ3 Ｈ13]             ④⼩碓 南郊運河埋⽴及 整備[Ｈ6 Ｈ13]
 ⑤⼩栗橋橋詰緑地整備[Ｈ9]                    ⑥昭和橋橋詰緑地整備[Ｈ10]
 ⑦堀⽌地区（緑地）調査 整備[Ｈ20 ]    ⑧露橋⽔処理     改築[Ｈ15 ]
 ⑨    地区  下⽔再⽣⽔ 送⽔管整備[Ｈ22 ]
　⑩中川運河再⽣計画の策定[Ｈ24]
　
  ※④ 緑政⼟⽊局 ⑧ ⑨ 上下⽔道局 ⑩ 住宅都市局 名古屋港管理組合 
     他 名古屋港管理組合 担当

＜中川運河再⽣計画＞ 概 20年先 ⾒据  構想  概 10年間 取 組 内容 構成
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緑政⼟⽊局

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

河川整備にあわせて景観に配慮した護岸の整備や遊歩道、親⽔空間の整備を進めます。

 平成20 24年度 整備状況（護岸）
 整備延⻑： 1,819ｍ

 市域 中⼼部 南北 流下  堀川  都市 中 貴重 ⾃然空間       憩  場      場 ⾃然 
     場   市⺠  ⾼ 期待 寄        
　今後も歴史や都市景観など周辺環境と⽔辺環境との調和に努めた護岸改修を実施し、あわせて親⽔広場や遊歩
道などの整備をすすめます。

【事業の説明】

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 堀川における親⽔広場、遊歩道などの整備を実施しました。
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
 市街地 流  河川 環境 改善  ⽔循環 要   ⽔辺環境 保全    

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
　親⽔広場、遊歩道などの整備により、堀川が憩いやにぎわいの場、⾃然とふれあえる場となることをめざします。

◎堀川における親⽔広場、遊歩道などの整備、護岸改修

堀川総合整備事業

概 要 図

整備前

整備後
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環境局 市⺠

会場

主催

藤前⼲潟の保全についてアピールしています。

藤前⼲潟ふれあいデー2008

藤前⼲潟ふれあいデー2009

藤前⼲潟ふれあいデー2010

藤前⼲潟ふれあいデー2011

藤前⼲潟ふれあいデー2012

テーマ：「いのちのつながり　藤前⼲潟」

来場者数：２⽇間２会場延べ5400⼈

   ： ⼭ 川 ⾥ 海          藤前⼲潟 

来場者数：２⽇間２会場延べ5400⼈

   ： ⼭ 川 ⾥ 海          藤前⼲潟 

来場者数：２⽇間２会場延べ8000⼈

   ： ⼭ 川 ⾥ 海          藤前⼲潟 

来場者数：２⽇間２会場延べ6300⼈

   ： １０周年 

 藤前⼲潟 普及啓発事業（次世代向        ⼲潟 調査           ） NPO 環境省 協働 
 通年 実施    
 藤前⼲潟 普及啓発 通年 ⾏                周年⾏事   ⾏ 予定   

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜⽣き物とのふれあい、⽣物多様性の保全に配慮したまちづくり＞
⽔辺環境に関⼼を持つ⼈を増やし、藤前⼲潟の保全・保護をアピールすることで、希少な⽣物がくらす環境が守られます。

河川・運河・海に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 藤前⼲潟ふれあいデーを実施しました。
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
イベントを通じて、藤前⼲潟の保全・保護に関⼼を持つ場があります。

【事業の説明】

　都市と⾃然との共⽣の象徴である藤前⼲潟の、保全活⽤の意義及びその重要性をわかりやすくアピールすることを⽬
的  普及啓発⾏事 市⺠ ＮＰＯ ⾏政 連携  協働 企画 実施      
 平成17年度  毎年 11⽉18⽇  藤前⼲潟 ⽇  記念   藤前⼲潟        実施  平成20年度
    名古屋市 環境省 愛知県 ＮＰＯ 構成   実⾏委員会形式 実施      
 平成25年度  藤前⼲潟        10回⽬ 迎        平成26年度  通年   藤前⼲潟    
事業  ⾏    

◎藤前⼲潟の保全・活⽤

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞

◎藤前⼲潟ふれあいデーの実施状況
稲永会場（環境省稲永         名古屋市野⿃観察館） 
藤前会場（環境省藤前活動    ）

 藤前⼲潟       実⾏委員会

【第２期実行計画での事業予定等】

来場者数：２⽇間２会場延べ6800⼈

57



環境局 市⺠

◎モニター⼈数
70⼈
40⼈
38⼈

◎その他

◎調査回数 ： 年４回（春季 夏季 秋季 冬季１回  ）
◎調査項⽬ ： 湧 ⽔ ⽔量 ⽔温 ⽔質（ｐH COD 鉄      硝酸態窒素）  

１期    （平成19年秋季 平成20年度）
２期    （平成21年度 平成22年度）
３期    （平成23年度 平成25年度）

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

湿地・湧⽔地とため池に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 地下⽔の状況を知る⼿がかりを得ることを⽬的として、市内の湧き⽔の状況を調査しました。

◎湧き⽔モニタリングの継続

【「水の環復活」とのつながり】

＜⾬⽔ 浸透 貯留 増  ＞
湧き⽔の状況を測定することで、⽔循環の⼤まかな状況を把握することができます。

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
市⺠     協⼒ 得 取 組     湧 ⽔    知 機会 設    

【事業の説明】

【第２期実行計画での事業予定等】

４期    （平成26年度 平成28年度）   調査等 ⾏    

 湧 ⽔ 調査      地下⽔ 状況 知 ⼿    得      市⺠     ⽅ 湧 ⽔調査 
通  ⽔循環 対  理解 深         ⽬的   実施      
　調査地点は地図のとおりです。

 年 ⼀度 夏 秋頃          （   －同⼠ 交流 ⾏
  ⽔辺 関  経験 知識 深     ⽬的       ） ⾏  
       年度末 成果発表会 実施     

１ 中志段味エリア
２ 吉根エリア
３ ⼩幡緑地エリア
４ 茶屋 坂   
５ 本⼭エリア
６ 東⼭エリア
７ ⼋事裏⼭   
８ 呼続エリア
９ 神の倉エリア
10 ⼤⾼エリア

モニターセッションの様⼦

吉根エリア

⼤⾼エリア
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緑政⼟⽊局 市⺠

【事業の説明】

湿地・湧⽔地とため池に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 市⺠  協働   維持管理活動 ⾃然観察会 ⾏     
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
緑地 維持管理 保全 ⾏  緑被地 確保 努       

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
市⺠団体 ⾏政  協働     緑地 維持管理 保全 ⾏  緑被地 確保 努       

◎⼋⻯緑地 島⽥緑地  湿地 保全

１．⼋⻯緑地
 名古屋市東部丘陵 北端 標⾼90ｍ 位置  広  6.4ha 緑地       林    林 中⼼   樹林
地で、約5,000㎡の湿地と4,000㎡のため池を有しており、7.2haが特別緑地保全地区に指定されています。

２．島⽥緑地
 尾張丘陵 南部 位置  周囲            等 樹⽊ 囲    標⾼60ｍ      丘陵地帯  
る緑地です。ここは、シラタマホシクサ、ミミカキグサ、モウセンゴケ、ハッチョウトンボ等が⽣息しています。これらの動植物は
昭和50年代 始     市内 丘陵地    普通             近年 宅地開発      姿 消 
ていきました。このため、市では島⽥緑地をビオトープ公園として整備し、貴重な動植物を保護しています。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続  市⺠団体 ⾏政  協働     緑地 維持管理 保全 ⾏  緑被地 確保 努       

１．⼋⻯緑地
 開発計画 対象      場所      隣接  ⼤学 教授 地元 ⽅々 熱⼼ 保護活動  ⼤学   
⼟地 買収         緑地 保全   経緯      現在 市⺠活動団体 ⾏政 協働  緑地 維持
管理 年２回 観察会（春 秋） ⾏      

２．島⽥緑地
　緑地内は、貴重な動植物を保護するため「保全区域」と「再⽣区域」
に分かれています。「保全区域」は⽣き物たちの聖域（サンクチュアリ）と
  原則⾮公開         再⽣区域  団体利⽤ 環境学習 
⽬的   ⾏事 開催         現在 市⺠活動団体 ⾏政 
協働  緑地 維持管理 年２回 観察会（夏 秋） ⾏    
す。
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緑政⼟⽊局

年度 国・県・市有 ⺠有 計
昭和40年 82 278 360
昭和46年 83 178 261
昭和52年 81 112 193
昭和57年 79 92 171
昭和62年 81 65 146
平成４年 87 46 133
平成10年 91 30 121
平成17年 93 23 116
平成20年 90 21 111
平成24年 92 19 111

【第２期実行計画での事業予定等】

ため池保全要綱の運⽤を維持し、ため池の保全に努めます。

 昭和49年 市関係部局    名古屋市  池環境保全協議会 設置    池 保全及 利⽤ 関   調
査審議 ⾏          平成4年     池 洪⽔調節機能     機能⼜ 環境及 景観 損    
   防⽌         池 係 ⽔害 ⼟砂災害  他 危険 除去    池 良好 保全     ⽬的  
て「ため池保全要綱」を制定しました。
 要綱   ⽔⾯ 埋⽴    ⾏為       市 同意 得         本市    池 機能等 影響 
⼤  ⾏為等 要綱 基  処理    池 保全 図      

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

昭和49年3⽉ 協議会発⾜以来 本協議会 10回 協議会幹事会 46回実施      
（平成20年度  平成24年度   実施回数 協議会幹事会：３回）

○ため池数の推移

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
ため池の減少を抑制し、ため池の確保等により⾝近な⽔辺を守ります。

【事業の説明】

湿地・湧⽔地とため池に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ため池環境保全協議会・幹事会を開催しています。ため池数の減少の抑制を図っています。

◎ため池保全要綱の運⽤
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環境局 緑政⼟⽊局 市⺠

⽬的

内容

市内   池 ⽣物多様性 保全      市⺠ ⽅々 協⼒   池⼲  実施    
池⼲しを通して、⾝近な⽔辺にすむ⽣物や⽔辺環境について知っていただくとともに興味関⼼を深めていただきます。

　○ため池の詳細な⽣物調査
　　　　池内の⽣物の種類や多くいる種を調べます。
　○外来種の取り除き
　　　　池内の在来⽣物を保全するために、ブラックバスやブルーギルなどの外来⽣物や、
      地域 元々     ⽣物 極⼒取 除    
　○環境学習
    地域 ⽅々 ⼀緒 池⼲  ⾏     地域 環境保全 取組 促進       
    普段          ⽣          通   ⾃然 守 意識 育 機会     

池 ⽔位 下  ⽣物 採集  調査 ⾏    採集  ⽣物 ⼀部 展⽰  
池の⽣物を紹介します。採集した外来種は取り除きます。

【「水の環復活」とのつながり】

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

＜⽣き物とのふれあい、⽣物多様性の保全に配慮したまちづくり＞
外来種の駆除により在来種の⽣息環境を守ることで、市内のため池の⽣物多様性を保全します。

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
⽣物の⽣息環境を保全することで、ため池の環境の保全につなげていきます。

湿地・湧⽔地とため池に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 5箇所のため池で池⼲しを実施しました。

◎池⼲しによるため池の⽔質浄化

【第２期実行計画での事業予定等】

事前調査 ⾏  池⼲    在来⽣物 回復 ⾒込    池     池⼲  実施    

Ｈ21.1　緑区篭池池⼲し（参加者：130名）

Ｈ21.10　昭和区隼⼈池池⼲し（参加者：250名）
　
Ｈ22.11　守⼭区⾬池池⼲し（参加者：300名）

Ｈ23.11　天⽩区区⼤根池池⼲し（参加者：600名）

Ｈ24.11 守⼭区⻯巻池池⼲ （参加者：200名）

⻯巻池 池⼲ 
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緑政⼟⽊局

参加者（⼈）
110,000
31,244

260,000
32,590

134,033
9,280

18,560
37,172
5,000

30,000
47,758

⼦供向け地産地消啓発パンフレット
朝市 ⻘空市   

なごやの伝統野菜パンフレット（⼋事五⼨にんじん、⼤⾼菜、野崎⽩菜2号）
農政６区発⾏地産地消      

中川区地産地消フェア

河川 運河 海 関  取 組  ＋ 農地 農業⽤⽔路 関  取 組 

取り組みの主体

◎地産地消の広報宣伝

第１期の取り組み概要      開催 啓発       ⻘空市    作成   ⾏      

①地産地消イベントの開催
  市⺠ 地産地消 啓発       開催    
  市内産農産物 販売 都市農業 紹介  展⽰   ⾏    
②地産地消普及パンフレットの作成
  地産地消 普及 ⽬指  市⺠向         作成    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

①地産地消イベントの開催

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞

【事業の説明】

愛知県近辺 採  農産物 ⽇常的 ⾷      農家 経済的成⽴ 農地 保全 貢献        市
⺠ 広 ＰＲ       

地産地消イベントの実施や、普及パンフレットの作成に努めていきます。

【第２期実行計画での事業予定等】

イベント名
    農林⽔産    春
    農林⽔産    秋

23年度 秋（11⽉）

②地産地消普及パンフレットの作成

24年度

23年度 秋（11⽉）
24年度 農会うフェスタ

    農林⽔産   

        農林⽔産   
中川区地産地消フェア

わくわく夏の収穫祭（名古屋市農産物品評会と連動開催）
    農林⽔産   

⽇本  中     紀⾏
    農林⽔産   2009

開催時期
20年度 春
20年度 秋
21年度 春
21年度 秋

22年度 秋（11⽉）
22年度 秋（11⽉）
23年度 夏（７⽉）
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緑政⼟⽊局 市⺠

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

【事業の説明】

①出前授業の実施
 要望 応  ⾷農教育 出前授業 ⾏    
　　・地産地消給⾷講師派遣事業
　　　　　市内⼩学校を対象に、学校給⾷で使⽤されている市内産農産物を教材にした出前授業。
     教室 講義 ⾏     圃場 ⾒学 ⾏          
　　・農業体験講師派遣
     ⽥植  稲刈  籾摺     稲 野菜 栽培指導   要望 応  ⾏    

②農業⾒学会
  市⺠ 対象  市内農地 ⾷品関連施設 ⾒学    

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎⼦どもに向けた⾷農教育の実施

市内に残る農地を保全し、有効に活⽤していきます。

市⺠ 農 親  機会 増        

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
【「水の環復活」とのつながり】

農地 農業⽤⽔路 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 出前授業 農業⾒学会 実施      

　①出前授業
　　　　・地産地消給⾷講師派遣事業
          19年度  20年度   21年度   22年度   23年度  24年度
　　　　　　　14校　　　13校　　　　22校　　　27校　　　31校　　　 42校
　　　　・農業体験講師
      16年度  17年度  18年度  19年度  20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
　　　　　　　３校 　　９校 　 　10校　　　 ７校 　　 ７校　　　４校　　 ３校　　　４校　　 ４校
  ※募集⽅法： 前期 後期 年２回 教育委員会 通  市内各⼩学校 
　　　　　　　　　　　実施案内および申込書を配布

 ②農業⾒学会
      21年度     22年度     23年度
      年４回実施  年２回実施  年２回実施

  ※募集⽅法：広報      都度募集

【第２期実行計画での事業予定等】

出前授業
　　・地産地消給⾷講師派遣事業
    ・農業体験講師
          40校/年予定      
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緑政⼟⽊局 市⺠

①収穫体験農園（平成11年度 ）
　　　　農園設置箇所数
        16年度  17年度  18年度  19年度  20年度   21年度   22年度  23年度  24年度
　　　     18ヵ所　　 16ヵ所     15ヵ所     17ヵ所　   18ヵ所　　　 18ヵ所　  18ヵ所   　16ヵ所　　　15ヵ所

②なごやか農楽会
    22年度 会員数  156名
    23年度 会員数  156名
    24年度 会員数 152名

【第２期実行計画での事業予定等】

収穫体験農園
　17か所の収穫体験農園を設置予定

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

【事業の説明】

農地 緑地 保全       市⺠ 農 親  機会 増        

市内に残る農地を保全し、有効に活⽤していきます。

都市の中でも⼟に触れたり野菜作りを楽しむ場があり、農を⾝近に感じることができます。
＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞

①収穫体験農園
 市内 農地 有効活⽤  市⺠ 農作物 収穫体験      農  親   新鮮 地元野菜 味  機会 提
供しています。
 
②なごやか農楽会
     農楽校（       現場 1年間講習） 卒業⽣  市内農家   要請    果樹 収穫 野菜 
植付  収穫   収穫体験 受付  農業 応援  活動 ⾏      

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

第１期の取り組み概要 収穫体験 農業応援 ⾏      

農地 農業⽤⽔路 関  取 組 

取り組みの主体

◎消費者 ⽣産者 交流 促進
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市⺠

農地 農業⽤⽔路 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 農産物 地産地消     市⺠ 意識      調査   把握     

◎市内産をはじめ、近郊で採れる農産物を選ぶ

【第２期実行計画での事業予定等】

市⺠        調査 実施予定   

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

【事業の説明】

愛知県近辺 採  農産物 ⽇常的 ⾷      農家 経済的成⽴ 農地 保全 貢献     

  ⽔ 環復活       ⾏政   取 組        市⺠       協⼒ 必要   ⾝近 環境 守 
    地域 学校   学 機会 設           ⽣活 中                  ⽔ 環復活 
     理解 深       ⼤切   

平成24年度  市政          市⺠ 皆   ⾬⽔活⽤ 対  意識    調査     
農産物 地産地消 ⼼      回答  市⺠ 多  約57％ 市⺠ 優先  購⼊     回答     

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

Ｑ あなたは、野菜・果物などの農産物を購入する際、地元産（愛知県・岐阜県・三重県・長野県産）

のものを優先して購入していますか。
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緑政⼟⽊局 市⺠

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

【事業の説明】

◎市⺠農園事業 実施

農地 緑地 保全       市⺠ 農 親  機会 増        

緑化を推進し、植物による蒸発散を促進します。

農地 農業⽤⽔路 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 農家開設型市⺠農園 始  多様 農園事業 進    

平成24年度末現在 
憩いの農園を14か所、コミュニティ農園を14か所、みのりの農園を６か所運営しています。
   農家開設型市⺠農園 28 所開設       

【第２期実行計画での事業予定等】

・憩いの農園・コミュニティ農園・みのりの農園の運営
 農家開設型市⺠農園 開設⽀援

 市 所有者  農地 借  憩  農園       農園     農園   名称 区画貸 農園 市⺠ 貸 出
         農家開設型市⺠農園 開設⽀援 ⾏    
 市⺠農園事業    農地 保全  市⺠ 農 親  機会 創出      

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
都市の中でも⼟に触れたり野菜作りを楽しむ場があり、農を⾝近に感じることができます。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】
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緑政⼟⽊局
第１期の取り組み概要 庄内⽤⽔など4箇所で、⽔や緑に親しめる憩いの場として整備を実施しています。

農地 農業⽤⽔路 関  取 組 

取り組みの主体

◎農業⽤⽔の環境保全

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔辺や緑が⾝近に感じられるまちづくり＞
農業⽤⽔の⽔辺環境を整備して、⽔や緑に親しめる憩いの場のあるまちづくりを⽬指します。

【事業の説明】

農業⽤⽔路本来 機能 ⽣      散策 ⾃然観察  市⺠ 多⽬的          場    活⽤   
よう保全・整備に努めています。

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

  庄内⽤⽔路  ４ 所 農業⽤⽔路     ⽔ 緑 親   市⺠ 憩  場   
整備を実施しています。

○整備内容
  散策路 植栽      休憩施設 ⽔景施設等

【第２期実行計画での事業予定等】

第２期での事業の実施は予定していません。

標準断面図

植栽
散策路

←整備後の状況
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緑政⼟⽊局 上下⽔道局

 平成22年12⽉  守⼭⽔処理     下⽔再⽣⽔ 活⽤  通年通⽔ 実現     

【第２期実行計画での事業予定等】

平成22年  庄内⽤⽔ 通年通⽔ 実現      

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

農地 農業⽤⽔路 関  取 組 

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 庄内⽤⽔路 通年通⽔ 実現     
【「水の環復活」とのつながり】

＜地下⽔や下⽔再⽣⽔を活⽤したまちづくり＞
通年 流量 確保      ⾝近 ⽔辺         ⽬指    

【事業の説明】

 名古屋市内最⼤ 農業⽤⽔   庄内⽤⽔  ⽔利権       期（４⽉ ９⽉） 10⽉  ⽔ 流  
   11⽉ ３⽉ ⽔ 涸    状況   
     下⽔再⽣⽔ 有効 活⽤        庄内⽤⽔ 通年通⽔ 実現    

◎庄内⽤⽔路  通年通⽔ 向  取 組 

⾮かんがい期 かんがい期
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総務局 環境局 住宅都市局 緑政⼟⽊局 上下⽔道局

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

◎主な実施内容
  海域 陸域 含  総合的 対策会議 設⽴
・ 多様な機関の参画による伊勢湾再⽣の推進
  10年間 ⽬標   ⾏動計画 策定(平成19年3⽉）
  ⾏動計画        ⇒毎年度実施  平成29年度 最終評価 報告予定

　伊勢湾における総合的な環境の保全・再⽣を効果的に実現するために、関係事業主体が連携して、事業の計画、
実施       及           基   事業 ⾒直    具体的 ⾏動計画 策定  実施  事 ⽬
的としています。

毎年度⾏動計画 推進         ⾏  平成29年度 ⾏動計画 最終評価 実施    
⾏動計画 最終評価 受  伊勢湾    総合的 環境 保全 再⽣ 効果的 実現      関係事業主体
と共に今後を検討していきます。

伊勢湾再⽣⾏動計画 中間評価 実施 公表

【第２期実行計画での事業予定等】

国⼟交通省中部地⽅整備局 事務局    国 関係機関 愛知県 岐⾩県 
三重県 名古屋市 名古屋港管理組合   構成員   設⽴

伊勢湾再⽣⾏動計画 策定 公表

⾏動計画        （統⼀指標 設定 各施策 指標調査） 調整

伊勢湾流域 環境調査 関係機関 取 組 状況      

伊勢湾流域 環境調査 関係機関 取 組 状況      

⾏動計画        （施策群 整理         設定 数値⽬標 設定）
伊勢湾流域 環境調査 関係機関 取 組 状況       

◎設⽴⽬的

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
伊勢湾流域圏  連携 進   伊勢湾再⽣⾏動計画  基   ⽔循環 ⽣態系 回復 ⽬指    

【事業の説明】

広域連携に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 伊勢湾再⽣⾏動計画 策定 公表  中間評価 ⾏     

◎伊勢湾再⽣推進会議への参加
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環境局

平成20年度 ：

平成21年度 ：

平成22年度 ：

平成24年度 ：

（１）⽔環境の現状

【第２期実行計画での事業予定等】

⾏動計画 期間 10年 基本       

協議会１回           ２回 開催   進⾏指標（取組点検指標） 設定等 
⾏     
協議会１回           １回 開催   流域      ⼀⻫調査 ⺠間団体  
連携 協働意⾒交換会等 ⾏     
協議会１回           １回 開催   流域      ⼀⻫調査 ⺠間団体  
連携 協働意⾒交換会等 ⾏     
協議会 開催   尾張地域⽔循環再⽣⾏動計画 中間評価及 更新 ⾏     

　「あいち⽔循環再⽣基本構想」では、⽔循環再⽣の取り組み実施に際し、地域ごとに⾃然条件や経済活動の状況な
  異     県内 尾張 ⻄三河 東三河 3地域 分       地域協議会 設置  取 組 事    
  名古屋市 尾張地域⽔循環再⽣地域協議会 所属      同協議会   平成20年３⽉  尾張地域⽔
循環再⽣⾏動計画  策定        同協議会   ⾏動計画            置       

 流域 中⼼   ⼀連 ⽔ 流  過程     ⼈間社会 営  ⽔循環 持  ⽔質 浄化   ⽔量 確保  
 多様 ⽣態系 維持 及  ⽔辺 保全  ４  機能  適切         確保     健全 ⽔循環 再
⽣     ⽬的  愛知県 平成18年３⽉     ⽔循環再⽣基本構想  策定     

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞

【事業の説明】

計画 着実 推進    名古屋市 近隣市町村 連携       ⽔ 環復活 ⽬指    

広域連携に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 協議会に参加しました。

◎尾張地域⽔循環再⽣地域協議会への参加

（２）取組点検指標からの評価

（３）流域      ⼀⻫調査   評価
 ⾝近 ⽔辺 興味 持        ⽔質 ⽔量 ⽣態系 ⽔辺    ⽔循環 関  項⽬     ⽔循環再
⽣指標（平成19年７⽉作成）  活⽤   流域      ⼀⻫調査 平成21年度  実施      
   調査  ⽔循環再⽣ 向  取組 評価 ⾒直  活⽤        流域全体 状況把握 流域内 連
携向上 期待         平成21年度  平成23年度 ３ 年 調査結果 ⽤  評価 ⾏     

 平成20年度  ⾏動計画 進捗状況 点検把握      取組点検指標           
  取組点検指標   地域共通 取組   流域別 取組  設定      各団体 ⽔循環 再⽣ 向 実施
  実績 平成21年度  集計          平成20年度  平成22年度 ３ 年 取組点検指標 ⽤ 
 評価 ⾏     

 基本構想 ⽰ ⽔循環 ４  機能（ ⽔質 浄化  ⽔量 確保  多様 ⽣態系 維持  ⽔辺 保全 ） 
ら導かれる、「①きれいな⽔」、「②豊かな⽔」、「③⽔が育む多様な⽣態系」、及び「④ふれあう⽔辺」という４つの観
点   ⽔環境 現状 定量的 指標 ⽤  整理     
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上下⽔道局 市⺠経済局 市⺠

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

広域連携に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ⽔源林保全体験 物産販売 技術交流   実施      
【「水の環復活」とのつながり】

＜⽔⾯や緑地、農地を保全する＞
樹林地 継続的 ⼿⼊         ⾬⽔ 浸透 貯留 蒸発散 促進       

＜⽔ 環復活 役⽴ 取 組  学 場   ＞
⽊曽三川 ⽔源地域  地域間交流 深       企業 ⾃治体 取 組    事業 ＰＲ    

◎地域間交流 実施

多  ⼈   協⼒    ⽔源地域 保全     
【事業の説明】

 今後     流域⾃治体宣⾔  踏   団体 市⺠     交流 発展     具体的⽅策 検討 実施
  流域⾃治体  連携 推進       

○流域連携

○名古屋市⺠御岳休暇村  植樹 実施

 本丸御殿復元事業   ⽊曽川上流 貴重 財産   樹齢300年 ⽊曽      多  ⽊材 使 ⼀⽅
  上流 豊  森林環境 将来 残    名古屋市⺠ 岐⾩県中津川市加⼦⺟（旧加⼦⺟村）及 ⻑野
県⽊曾郡⽊曽町⽊曽駒⼭麓    植樹等 ⾏  市⺠   森     実施      
 ⽊曽川上流 森 育     ⽊曽川下流域 住 名古屋市⺠          ⽔ 提供         
    事業 通  ⽔源地 都市 住⺠間 上下流交流 図      

 名古屋市⺠御岳休暇村  市⺠⽣活 ⽀  ⽔源地   ⽊曽川上流 位置  市⺠ 貴重 財産   敷
地内の広⼤な⾃然を保護・活⽤するため、名古屋葵ライオンズクラブや王滝村とともに、同クラブ提供の苗⽊の植樹
   下草刈    育樹  公募 市⺠ ⽅々 平成17年  実施       

○名古屋市⺠   森   （本丸御殿復元事業）

 本市    客   ⽔源地等 訪 保全活動   ⾏  ⽊曽川          ⽊曽三川⽔源林保全体験  
⽊曽三川 上流部 下⽔処理施設   ⾃治体 ⽔処理 関  情報 技術 交換 実施   ⽔処理     
   流域 市町村 農作物 特産品 浄⽔場   販売     市    ⽊曽三川流域 良質 ⽔環境 守 
        流域連携事業 展開      
     平成22年 ⽣物多様性条約第10回締約国会議（COP10） 機  8⽉ ⽊曽三川流域 27⾃治体
  ⽔ 環 ⼈ 和 ⽣物 輪 視点  森 川 海 ⽔     命     意⾒ 交換 合        開催
  10⽉  ⽣物多様性交流         流域⾃治体宣⾔  29⾃治体 総意   発信     

事業主体：名古屋城総合事務所（名古屋城本丸御殿ＰＲ    実⾏委員会）

事業主体：名古屋葵         王滝村 (公財)名古屋市⺠休暇村管理公社 市⺠経済局⽂化振興室

（裏⾯ 続 ）

流域⾃治体       開催 メッセの開催
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参加者 植樹数
213名 500本
130名 500本
110名 500本
104名 350本
120名 500本
200名 800本
192名 750本
100名 755本
158名 455本

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

　

○名古屋市⺠御岳休暇村 市⺠ 森 葵 森 植樹祭 実施
 名古屋葵         王滝村     同   提供 苗⽊ 植樹及 下草刈    育樹 公募 市⺠ 
⽅々と実施してきました。

○ 名古屋市⺠   森    
   植樹予定数  １０年間 約１万本（    広葉樹）

開催⽇

岐⾩県中津川市加⼦⺟

平成20年9⽉23⽇
平成21年9⽉12⽇
平成22年9⽉18⽇

平成23年5⽉14⽇
平成24年5⽉12⽇

○流域連携
　以下に上下⽔道局で実施している主な取り組みを紹介します。

・⽊曽川さんありがとうの実施
 ⽊曽三川⽔源林保全体験 実施
 流域⾃治体       開催

 ⽔処理       開催
・エコ市の開催
 ⽊曽三川流域    開催

 流域⾃治体宣⾔ 踏   流域 ⾃治体 ⽔環境保全 向  連携⼿法 検討 実施     
平成23年度 流域⾃治体連携会議 設置     
 新  ⾃治体  参加 呼    平成24年度 43⾃治体 構成       

○名古屋市⺠   森   （本丸御殿復元事業）
  平成30年       通  事業 進  予定   
    後      上流 ⾃治体等 検討      何   形 交流 進    予定   

引 続 流域連携事業 実施       団体 市⺠     交流 発展     具体的⽅策 検討 実施
していきます。

○流域連携

○名古屋市⺠御岳休暇村  植樹 実施
引き続き実施を予定しています。

平成23年9⽉17⽇
平成24年9⽉29⽇

⻑野県⽊曽郡⽊曽町
⽊曽駒⼭麓

平成21年5⽉16⽇
平成22年5⽉15⽇

【第２期実行計画での事業予定等】
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環境局 各局

対象

【第２期実行計画での事業予定等】

引 続   名古屋市    購⼊        適切 運⽤ 実施          間伐材製品等 導⼊ 努  
す。

　原則として本市の全ての組織に適⽤するものとし、環境マネジメントシステムとの関連を図りつつ全庁的
 推進       関連団体等 対  協⼒要請    本市 出資等     団体  他 関連
団体等 対   本市     購⼊ 指針 基  取組  協⼒ 要請    努    

１ ガイドラインに指定されている品⽬（抜粋）
○事務⽤機器（折りたたみいす（事務⽤））
 ⾦属 除 主要材料 ､樹脂 場合 再⽣樹脂割合10％以上､⽊質 場合 間伐材（廃材）⼜ 再⽣材
  使⽤       （平成23年度  ）
○⽂房具（⽂房具共通）、オフィス家具等（いすなど10品⽬）、インテリア・寝装寝具（ベッドフレーム）
 主要材料 ⽊材 場合  間伐材 端材等 再⽣資源⼜ 合法材 使⽤       （平成24年度  ）
○公共⼯事（⼯事⽤看板）：間伐材 利⽤    

２ ガイドラインに指定されていない品⽬
①原則として、第三者機関が認定する環境ラベルを取得した製品を選択
 間伐材   （間伐材 ⽤  製品         ）：全国森林組合連合会間伐材   事務局
 ＦＳＣ認証   （適切 森林管理 ⾏        認証   森林管理 認証  森林管理 認証
 受  森林   ⽊材 ⽊材製品      認証   加⼯ 流通過程 管理 認証  受  製品   
      ）FSC（Forest Stewardship Council：森林管理協議会）
②環境ラベルを取得した製品が存在しない場合においては、指針第2のいずれかの条件を満たす製品を選択
 （例：    購⼊    GPN            購⼊法特定調達物品情報提供    ）

 平成23年３⽉ 策定   名古屋市 市⺠ 事業者 率先  環境 配慮  取組 進   名古屋市役所環
境⾏動計画2020  基   公共⼯事    資材等 使⽤       名古屋市    購⼊       定 
る品⽬の積極的な使⽤を進めます。

○公共⼯事（⼯事⽤看板） 間伐材 利⽤    
 平成20年度：全市810基  （上下⽔道局680基 緑政⼟⽊局123基 交通局４基 住宅都市局３基）
 平成21年度：全市1009基 （上下⽔道局819基 緑政⼟⽊局186基 交通局４基）
 平成22年度：全市1187基 （上下⽔道局1035基 緑政⼟⽊局150基 住宅都市局２基）
 平成23年度：全市984基
           （上下⽔道局832基 緑政⼟⽊局130基 交通局４基 住宅都市局17基 環境局１基）
 平成24年度：全市710基  （上下⽔道局563基 緑政⼟⽊局130基 住宅都市局17基）

間伐材 積極的 ⽤      ⽔源林 保全 貢献      

【事業の説明】

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞

 名古屋市   ⾃  事業者    消費者       ⽴場   積極的 環境問題 解決 取 組 姿勢 
⽰    ⾏政運営上必要 製品及      購⼊等 際   率先  環境 配慮  取組  実践    
リーン購⼊」の推進を図ります。

内容

広域連携に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 間伐材使⽤の⼯事⽤看板を選ぶなど、グリーン購⼊を推進しました。

◎名古屋市グリーン購⼊ガイドラインに沿って間伐材製品を選ぶ
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総務局 各局

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

26,918 26,104 26,684 27,058 27,350

1,483 1,120 544 651 361

110 107 73 36 25

55 92 96 60 53

【第２期実行計画での事業予定等】

＜32年度   事業予定＞
   保育事業（間伐 枝打  除伐）    作業路補修事業    ⽔源林⾒学会 開催  等

本市から公社への
貸付⾦額(千円)

保育事業(ha)
（間伐、枝打ち、除伐）

作業路補修事業(km)

⽔源林⾒学会
参加者(名)

※昭和44年度  平成24年度 貸付⾦ 累計   968,869 千円        

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

広域連携に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 関係⾃治体 設⽴  ⽔源林 造成 ⾏ 公社  貸付 ⾏      
【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
⽔源地域  地域間交流 深  造林 推進       

【事業の説明】

 ⽊曽三川⽔源造成公社 設⽴⽬的 
 公益社団法⼈⽊曽三川⽔源造成公社  ⽊曽三川 ⽔源地域    造林 ⾏  ⽔源   養 災害 防
⽌ ⾃然環境 保全等森林 有  多⾯的 機能 持続的発揮 図    ⽬的    昭和44年 岐⾩県 愛
知県 三重県 名古屋市及 ⽊曽三川 ⽔源地域 市町村     設⽴      

【⽊曽三川⽔源造成公社の事業内容】
      10,931ha ⽔源林 造成  現在 樹⽊ 健全 成⻑    必要 間伐 枝打  除伐   保育
事業及   作業 効率的 進     作業路補修事業   ⾏      

【⽊曽三川⽔源造成公社への貸付の意義】
 森林 効⽤      ⽔源   養 災害防⽌    ⼆酸化炭素 吸収作⽤ ⽣態系 保全  多岐   
  公共財    認識 ⾼       
 ⼀⽅ ⽊曽三川 本市 始  流域 経済社会 及  影響     多⼤       昨今 異常気象   
渇⽔ 懸念        重要性 認識     深        
      状況    3県1市 協⼒  ⽊曽三川 ⽔源林 造成 努      中部圏 中枢都市    本
市 役割        広 市⺠  効⽤        期待        ⽔源林造成    貸付 ⾏    
す。
 今後   適切 ⽔源林 造成    ⽊曽三川 上下流 地域  ⼀層豊         社会 発展    
よう、3県1市が協調して事業を進めていく必要があると考えています。

◎⽊曽三川⽔源造成公社への貸付
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市⺠

広域連携に関する取り組み

取り組みの主体

第１期の取り組み概要 ⿂介類 地産地消     市⺠ 意識      調査   把握     

◎⿂介類の購⼊時、伊勢湾産のものを積極的に選ぶ

【「水の環復活」とのつながり】

＜市⺠ 事業者 ⾏政 協⼒ 合         実践  ⼈   ＞
愛知県近辺 採  ⿂介類 ⽇常的 ⾷      漁業 経済的成⽴ 貢献       伊勢湾 保全  貢献
していることになります。

【事業の説明】

 平成24年度  市政          市⺠ 皆   ⾬⽔活⽤ 対  意識    調査     

⽔ 環復活 向  取 組     地産地消 ⼼      回答  市⺠ 多  約15％ 市⺠ 今後取 組 
でみたいと回答しました。

  ⽔ 環復活       ⾏政   取 組        市⺠       協⼒ 必要   ⾝近 環境 守 
    地域 学校   学 機会 設           ⽣活 中                  ⽔ 環復活 
     理解 深       ⼤切   

【第１期（平成20年度から平成24年度まで）の成果・実績】

Ｑ：水の環復活に向けて、あなたが今後取り組んでみたい、または、今後も引き続き取り組みた
いことがあることは何ですか。
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